
・学際的知見を基に研究者共同体の構成員に対
し「責任ある研究活動」の認識や実践を調査 
・学協会の全体像を把握する混合研究法 
・組織革新に向けた実践のコミュニティの形成と 
アクションリサーチ 

＜研究代表者＞ 

＜研究目的・概要＞ 

＜目標とする研究成果＞ 

領域開拓プログラム（公募型研究テーマ） 
◆課題（研究領域）：「学術研究の変容とミスコンダクトについての人文・社会科学的研

究」 
◆研究テーマ：「責任ある研究・イノベーションのための組織と社会」 

責任ある研究・イノベーション活動のための組織
に着目することにより組織の経営や政策・制度、
教育、学術研究の推進方策を議論する 

＜専門分野＞ 科学技術政策、 
知識政策、テクノロジーアセスメント 
 
＜Webページ＞ 
https://sites.google.com/site/osrrijsps/ 

• ミスコンダクトやオリジナリティの概念の類型化 
• 「責任ある研究活動」の認識や特徴 

• 大学・公的研究機関における知識や権力、 
コミュニケーションの実態 

• 学協会の経営形態に関する基礎データ 
• 資金配分機関おける責任ある研究活動に向けた

取り組みの整理 

（２）責任ある研究活動の視点から組織革新やイ
ノベーションの概念に関する新たな知見を示す 

（１）責任ある研究活動と学術研究の変容の関係
を明らかにする 

自然科学系を加えた異分野連携の促進や
研究組織の革新に貢献する 

吉澤剛：大阪大学大学院医学系研究科／准教授 

研究期間：H26.10～H29.9 
委託費総額：11,400千円 

＜研究計画の特徴＞ 

・研究不正問題はイノベーションの推進など学術
研究の変容と切り離せない 

研究成果 

研究プロセス 
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多様な関係者
による対話・
連携の場の
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学的・心理学
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学協会におけ
る研究活動や
経営形態など
包括的な分析 
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